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射 Di貯useaxonal廟 uryの病理学的検討
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S(trialCT seanハ普及に､しり foeこIlinjut･〉･に対し

di甜usebrainim拍Tyの存在が広 く知 られるようになっ

た. これらには,び蜜ん性脳腫脹,洗脳基底核部出血脳

梁部出血ヲ脳幹損傷,脳室内出血など多 くの病態が包括

されされいる. LかLこれらの病態の病理組織学的報告

は極めて少い.そこで本講演では,これらの病態の剖検

例を focal廟uryと tuffusebTain豆mjuryにわけ,そ

の典型像を CTscam と対比 し報告する.
症例は29例で,年令分布は生後3ケ月から73才までで,

性比は男性25例,女性4例である.全経過は1uより29

円で,ほとんどが3日以内の急性期死亡例である.入院

時 Gias卯WCOmaSCaleは8以下が26例99以上が 3

例である.また外減圧および血腫除去衝の脳外科的手術

を施行 した症例は10例であった.29剖検例の中枢神経所

見の内訳は以下のとおりである. くも膜下出血17例,脳

室内出血 5例,脳幹出血8例,硬膜内および硬膜外血腫

8例 ,脳実質内血腫6例,脳梁損傷および出血7例,寂

挫傷17例,脱-ルエア11例,急性脳腫脹 8例,髄膜衆1

例,頭蓋骨骨折23例である.またこれらの所見の内7症

例には,脳梁や脳幹部の出血巣および軟化巣周囲の白質

に強い髄鞘の漢明化と変性がみられ 軸索染色で異常な

曲がりくねりや腫脹および断裂と円形,楕円形あるいは

球玉状の種をな形態 行etract豆onball)として認められ

た.特にこの内3症例では fのCaHesionがほとんどな

く d潜useに脳梁近傍に Axonalretractionballが多

数認められた.

以上,豊症頭部外傷29剖検例の特に Severediffuse

a又onalinjuryの病理所見を中心に報告 した,
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巨大歯動脈癌の手術に際 しては,症例に応 じた手技 の

工素と注意が求められる.自鮫例をビデオで供覧 し 手

技上の工夫について述べる.[症例]54才,男性. クモ

801

膜下出血で発症,翌卜Ⅰ入院.Gradtln.造影 (､′rて怪

30mm 円形の m拡Siesionを認めた,脳血管撮影上す

tl-IMrhJl=三･二12x2OxIOCT)破裂動脈痛と左 IC･･totJにi()

×罰X複5の巨大動脈痛 (未破裂)あり.欝2病Rに C抽-

pinL,.術胤 軽度の失語 ･精神症状が出現 した/八 :i

遇後改蕎 Ell病巨】に退院.t手術二1左 11(_､riotlこ11こ11)いrl)il(､h

にて sH＼･iarlfissurLICisl(,rn 封ムく開 き. 左 ML････M2

動脈境を clippi11g.i(,'1後.Mlを逆行1侶 二JT･II(二t印

こ･二幸;)周辺ハ cl(1t立丹念に批准除上 し.I('A.八 I.～:ll.

各穿通枝,me蕗 の周辺を部活 した.broadneekであっ

たため ｡lippi‖g操n='･∴先立i',. 粗動蝋に lぐ‖11-川-こllT

clipをおいた上で次の操作を行-∋た.① meckに絹糸

を巻きつけテ紋娠縮小を試みた.親動脈の狭窄が起こり

中lL ② domeを穿刺 し血液を吸引,癖の縮少をはかっ

た.癖の壁が厚 く器質化 しており,欄間脳組織との癒着

もあり,蟹の緊張は緩んだものの2割 り程度の縮少にと

どまった.(9meckを電気凝固により縮少させようと
したが,前記の理由のため十分な効果をえられなかった.

しか し,(9,②,③の操作をこよって meckと周囲組織

の間をこわずかな空隙が生まれ 穿通枝の走行を確認でき,

直Elソダclipで neckclippingが可能になった,e毎

を挿入すると親動脈に狭窄が生 Llたた軌 3ケの C毎

を meekに並列にかけて,近位側の2ケをはず し 最

終的に1ケの clipを残 しciippingを完了した.rJ結語ー1

他の脳動脈癖の治療と同様に巨大脳動脈についても clip-

pimgが最 ものぞましい.そのためには,適切な視野の

確保,temporaryClipの使い方,親動脈,穿過枝-の

配慮ラneCkの搾 り瓦 e抽ping操作の工丸 等々がポ

イントとなる.
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窓付 クリップを脳動脈癖の手術に頗いると,動脈廃の

処置が可能になる場合や,より安全かつ容易をこ行えるこ

ともある.今回はこの様な手術を行った 3症例の術中

VTR を提示する.

3例日は右前大脳動脈膝部未破裂動脈痛の症例で,動

脈療化した部位で栄治側の動脈は前内側前頭動脈,中内

側前頭動脈および脳梁周囲動脈の3本に分裂 していた.

T-･術は石前頭開頭大脳半球聞裂到達法で行し､,付目l窓付

クリップ3個 (専27･35･32)を周いて動脈癖をクリッ


